
 

 

2025-9 ふれあい SOFTBALLCARNIVAL 競技詳細 

【試合運営上の注意：超重要（必見！！）】 

① 試合開始は多少遅れても、終了時間は厳守でお願いします。終了時間になったら「ラストバッ

ターです!」の放送をします。なお、７回終了しない限りは、時間ギリギリまで試合をしてくだ

さい。準備投球中（プレイがかかる前）にラストバッターコールが放送されたら、そこで試合

終了です。 

② 試合球は主催者で準備しません（各チームで準備をお願いします）。参加費の削減、球場委員

（ボールガール）を配置できないためですので、御了承願います。守備側のチームでボールを

出しながら試合 を進めてください。ルール上、ボールインプレー時にボールを交換する時は

「タイム」をかけることも選手に指導しましょう。 試合終了後は試合を終えたチームで、速や

かにグランド整備、ライン引きを行ってください。皆さんで協力してお願い致します。   

③ 試合と試合の間の時間がないのでベンチ交換は速やかにお願いします。基本的に番号が若い方

が 1 塁側ですが、続けて同じ球場で試合をする時にはそのままベンチを使ってください。試合

終了後はみんなでグランド整備をしましょう。練習で使用した空きスペースも必ず整備お願い

します。  

④ メンバー表は、各チームで使用しているものを提出します(相手チームと主審の２部提出)。 

記入時間がないのでスタートメンバーの名字のみ記入し、控えは省略します。 

⑤  終了時刻で打ち切り試合とする。  

※ 賛否あると思いますが、短時間で勝敗が決定しないことが多いので、表裏の攻撃関係なく 

「打ち切り時」の得点で勝敗を決定します。  

＜同点の場合は???＞ 

 （１）同点の場合は、得点イニングの多いチームを勝ちとする。 

 （２）それでも同点の場合は両監督の「コイントス」による抽選とする。  

（先攻チームの監督がコインの「表・裏」を決定する)。  

【表彰について】 優勝チームにはカトレア杯、ナガセケンコー旗、賞状 、 

        準優勝チーム、第 3 位チームには賞状を授与する。 

【審判について】 

☆ 各球場の主審を行っていただいた方に、謝礼金として 1 試合につき¥3~500 お支払いします。 

（試合終了後にお支払いします。試合終了後『本部・樽』でスコアカードと引き換えで謝礼をお

受け取りください。)  

 主審をされる方は 3 種以上の審判資格がある方、または、普段練習試合等で球審をされている

方にお願い致します。(審判服の着用、大歓迎です♪) 2 名ずつ出す時にお互いのチームで誰が

主審をされるか確認お願い致します。主審がいない時には試合開始前に本部まで連絡を！  



 

 

＜９人に満たない時の救済措置＞ 

ソフトボール競技は、部員が集まりづらい状況になってきているのは各県共通の悩み事になっています。１年生が

入部しても、合同チーム！という学校が増えてきましたし、「９人ギリギリ」で参加してくださるチームもありま

す。試合前、試合中にケガで出場できない！というチームもここ数年見られるようになりました。 

①９人ギリギリで参加するチームは予め「同地区→同地方→同県」（交流のためできるだけ近く

という意味です。）のチームと話し合って自チーム試合の時に「助っ人」の選手を確保してお

いてください。ただし、該当チームも試合の時は『自分のチーム』を優先に試合に参加する。

（数チームと話し合っておくとバタバタしなくていいと思います。） 

② 助っ人の条件は、そのチームで試合に出場する機会が少ない選手とします。少しでも出場して

「経験値」を増やして欲しいからです。ただし、あまりに経験不足で「ケガ」が心配される場

合は、この限りではありません。 

③ 助っ人を借りた場合は、守備位置は必ず外野におくこと。打順の制限はしません。 

④ 助っ人３人の出場までは、正規試合として扱います。４人以上出場の場合は点数差に関係なく

「対戦相手の勝利」とします。４人以上の助っ人で試合する場合には、必ず相手チーム監督と

審判と本部までお知らせください。（試合に出ている助っ人の人数です。４人以上借りていて

も試合に出ているのが３人以内であれば正規試合です。） 

 

※2025-5,9 お試し特別ルール 

⑤ どうしても①～④でも試合ができない場合、特例として以下のルールを採用します。 

↓↓↓⑤を採用する時は、必ず「試合前に」相手チーム監督と審判と本部までお知らせくださ

い。（相手にも審判にも本部にも知らせないで試合をした場合は理由に関わらず負け扱いとします。） 

『６人以上での試合を認める。』 打順７，８，９番を打つ選手がいないので、ここの３人分は

自動的に「アウト」とします。監督は、６番バッターの攻撃完了時に、その都度、審判と相手監

督に伝え、確認する事。（不明な場合は、本部にお問い合わせを！） 

（例１）2 回裏 8 番から始まる打順。2 アウトランナーなしで 1 番バッターが打席に入る。  

（例２）1 回表６番の打撃が完了したところで 1 アウトランナー3 塁。７，８番の分アウトなので攻撃終了。 

（例３）3 回表 7 番の打撃が完了したところで 2 アウト 1 塁。8 番の分がアウトなので攻撃終了。 

    4 回表は 9 番の分１アウトで、1 番バッターが打席に入る。 

                           他、不明なことが起こったら本部までお知らせください。 

 

※秋季大会の場合、上記でも出場が難しい場合は「３年生」の助っ人もやむを得ません。 

３年生の助っ人も同様に外野に配置し、守備のみとします。 

打順には組み入れないでください。（１，２年生のみで打撃をまわします。） 

                          （藤原携帯電話:090−2889−2914） 


